
研究成果有体物提供時チェックシート
平成　　年　　月　　日
　　　　●●学部長　　殿
                                        所属・職名
                                        氏　　　名                         　 印
　下記のとおり研究成果有体物を提供したいので，別紙のとおりチェックシートを提出いたします。
記
　１．提供する研究成果有体物の名称・数量
　２．提供相手先
　３．特記事項
別紙

有体物提供チェックシート（各項目に○を付けて下さい）
Ｑ１　（法令等の遵守について）

その研究成果有体物を提供した場合、関連法令に違反することはありませんか？

　※関連法令については、「研究成果有体物取り扱いマニュアル」をご参照下さい。

　※相手が外国機関の場合、安全保障貿易管理の法令や外国為替及び外国貿易法、カルタへナ条約等、関連法規が多数あります。解釈に疑義が生じた場合は産学連携課研究契約係に問い合わせください。

Ａ１

　　１．はい（違反している　違反する可能性がある）　　
　　　　→　有体物提供はできません

　　２．いいえ（違反していない）　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　→　Ｑ２へお進み下さい

Ｑ２（他の学内研究者との関係について）

Ｑ２－１

その研究成果有体物は、学内での他の職員との共同研究活動により、創作・取得されたものですか？

Ａ２　

　　１．はい　　　　　　　　　　
　　　　→　Ｑ２－２へお進み下さい

　　２．いいえ　　　　　　　　　
　　　　→　Ｑ３－１へお進み下さい

Ｑ２－２

共同研究を行った他の職員は今回の研究成果有体物提供に合意されていますか？

Ａ２－１

　　１．はい　　　　　　　　　　
　　　　→　Ｑ３－１へお進み下さい

　　２．いいえ　　　　　　　　　
　　　　→　有体物提供はできません（再度、職員同士で御相談ください）

Ｑ３（提供しようとする研究成果有体物のオリジナリティーについて）

Ｑ３－１

その研究成果有体物は、別の外部機関と共同で創作（例：外部機関との共同研究の中で創作・取得）されたものですか？　もしくは別な外部機関から提供を受けたものですか？（外部機関との共同創作・取得した有体物の派生品である場合も含む）

Ａ３－１

　　１．はい　・学外機関名「　　　　　　　　　　　」
　　　　　　　・共同研究契約等の有無（　有　・　無　）

　　　　　　　　※　有の場合、契約書の写を添付のこと）
　　　　→　Ｑ３－２へお進み下さい

　　２．いいえ　　　　　　　　　　  

　　　　→　Ｑ４－１へお進み下さい

Ｑ３－２

外部機関との契約書と照らし合わせて、今回の研究成果有体物の提供は可能ですか？

Ａ３－２

　　１．はい　　　　　　　　　  　  
　　　　→　Ｑ４－１へお進み下さい

　　２．いいえ　　　　　　　　 　   
　　　　→　有体物提供はできません

　　３．契約していない　　　　  　　

　　　　→　Ｑ４－１へお進み下さい（有体物提供は可能ですが、念のため相手先機関
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の了解を取っておく事もご検討下さい）

Ｑ４（提供先との共同研究の有無について）

Ｑ４－１

今回、研究成果有体物を提供しようとする相手先機関と共同研究が進行中、もしくは契約手続中ですか？

Ａ４－１

　　１．はい　　　　　　　　　　　　

　　　　→　Ｑ４－２へお進み下さい

　　２．いいえ　　　　　　　　　　　

　　　　→　Ｑ５－１へお進み下さい
Ｑ４－２

その共同研究は、今回の研究成果有体物提供と同一目的ですか？

Ａ４－２

　　１．はい　

　　　　→　今回、新たに有体物提供契約を締結する事よりも、共同研究契約の中で処理することをお勧めします。新たに費用が必要な場合など、詳細は大学研究推進機構・山口ＴＬＯ内のコーディネーターにご相談下さい。

　　２．いいえ　　　　　　　　　　
　　　　→　Ｑ５－１　　へお進み下さい

Ｑ５（外部発表や特許出願の状況について）

Ｑ５－１

その研究成果有体物の創作にかかわる技術は、すでに論文や学会等で公表しましたか？

もしくは第三者によって公表されていますか？

Ａ５－１

　　１．はい　　　　　　　　　
　　　　→　有体物提供可能です。契約手続を行います。（Ｑ６もお答え下さい）

　　２．いいえ　　　　　　　　
　　　　→　Ｑ５－２へお進み下さい

Ｑ５－２

その研究成果有体物の創作にかかわる技術について、すでに特許出願を行っていますか？

Ａ５－２

　　１．はい　・出願番号「　　　　　　　」
　　　　→　有体物提供可能です。契約手続を行います。（Ｑ６もお答え下さい）

　　２．いいえ　　　　　　　　　
　　　　→　今後の出願活動に支障が起こる可能性があります。大学研究推進機構内の知的財産センターにご相談下さい。

Ｑ６（これは契約実務を行うための参考用です）

今回、有体物提供を行う際に、新たな作製費が必要ですか？

　　１．はい　　　　　　　
　　　　→　下記の原価計算書に作成費をご記入下さい
　　２　いいえ　　　　　　
　　　　→　これで終了です。ありがとうござました。
（原価計算書）　有体物　●●（単位）当たり
	名称
	数量（単位）
	金額

	●●試薬
	
	円

	●●試薬
	
	円

	送料
	
	円

	
	
	円

	技術移転機関手数料
	20％
	円

	合計
	円


　以上の記載内容について、相違ありません。
　　　平成　　年　　月　　日
（所属）

（職名・署名）　　　　　　　　　　　　


